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人を引き付ける場としての大学 

TI 

(約500人) 
会津オリンパス 
Aizu Olympus 

 （約800人） 

会津若松市City 

(約1000人) 

会津大学UoA 

(教職員,学生 

約1500人) 

ITベンチャー 
IT ventures 

(約300人) 

ITフオーラム 

(約500人) パソコン甲子園 

(約300人) 

• 家族を入れると1700人の住民incl family 

• 1300人は若者 students 

• 若松市の18歳から22歳年代の 

  5人に1人は会津大生 

• 若松市のロシア人の殆どは会津大関係(27人
中25人) Russian 

国際会議 

(外国人約300人) 
< 会津大学の吸引力 > UoA related people 

富士通Fujitsu 

（約1200人) 

富士ソフトSB 
Fuji Soft SB 

(約100人) 

会津地区の雇用概数（正規雇用) ソース：各社HP等参照  

ＩＴを活用した起業・経
営支援セミナー 
(約70人) 

IT人材育成(SLF) 

国際IT日新館 

(留学生) 

アカデミアふくしま留学生
会議(外国人約50人) 

調べて1ページに書けるほどの数 

limited number 

会津大 地域への経済効果（超概算） 
必要費用   総額 約４０億円 
約 ３０億円（国・県） 約１０億円（授業料等） 
地域への経済効果   総額 約４０億円 
教職員・家族、学生の生活費 ２０億円弱 
会津大発ベンチャーの売り上げ ２０数億円 



２０１４年１月 

教員の国際公募 

コンピュータサイエンス学科 

 ウィドム学科長 

「会津大学のコンピュータサイエンス（CS)は、ス
タンフォード大学とカリフォルニア大学バークレ校
のCS学科を合わせたよりも大きい」 
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防災大学院大学周辺の企業集積について 

 既存のロボット及び防災・ロボット関連起業が大学院大学周辺に拠点開設 

 大学院大学周辺に企業が拠点を開設する条件、メリット 

  ＊ロボットメーカーの立場から 

 防災の専門家がおり、実際にロボットを開発し、運用部隊までの体制により、 

実際に使われるロボットが明確となり、事業の見通しが立つ 

⇒ビジネスになる見通しがあることで、経営資源（人材、資金）を投入する 

大学院大学から研究開発予算、発注がなされること 

企業の研究者が大学院大学で博士号が取得できる（工程博士） 

企業の立場から大学院大学の学生への教育事業が見込まれる（次ページ） 

大学院大学の優秀な学生がリクルートできる 

部品会社、試作開発に必要な加工会社などの製作協力会社が周辺にあること 

 

 

 

 



大学とベンチャーの連携 

ビジネスモデル ： 社長以外は会津大生 
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これまでの大学におけるロボティクスの教育 

共通科目群： 
・工業数学 ・ロボット制御 ・ロボット動力学 ・機械要素 ・知能ロボット知能  
・設計・製作 ・グローバルコミュニケーション ・修士研究 

運動知能分野 
・ロボット設計学 ・屋外ロボット 

大学院・修士課程科目群 

運動知能分野 
・知的動作生成 ・システム工学 

生態機能分野 
・生体流体理論 ・バイオ・メディカルロボット理論 

感覚感性分野 
・感性ロボティクス ・コミュニケーションロボット理論 

参考：千葉工業大学大学院・工学研究科未来ロボティクス専攻 

大学院・博士課程：主として研究に従事 

これまでは「学問」としてのロボティクスに主眼／ 

ロボット開発は研究活動の一環として行われた 

これとは相補的な、ロボット「開発」のための教育機関・施設が必要 
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共用の大規模ロボット実験施設を核とした組織 

（ＣＥＲＮのようなイメージ：ここでしかできない実験環境を提供する 

例えば、地震、津波、海洋、火山、火災、屋外、不整地など） 

防災大学院大学のミッション 

・「本当に使える」ロボットの開発 ・知識の集約 ・人材の育成 

・ロボットの開発→検証→修正のサイクルを短期間でまわせること 

・「産」「学」を含む多彩な人にとって魅力的な場であること 

ロボット関連企業 
大学院生／ 

若手技術者 

他大学・企業 

防災大学院大
学＋ロボット
実験施設 

施設の利用／ 

知識の集約 

開発参加／ 

教育・訓練 

設計／ 

制作・人材提供 

就職・起業 

会津大での開発事例：水田作業用ロボット 

・基本設計：大学 

・原理試作：大学院生、企業若手技術者 

・製作：地元企業 

・試験場：地元農家提供の水田 

・実験：大学院生 

防災大学院大学におけるロボティクス教育のイメージ 



津波研究：会津大学、ロシア ノボシビルスク国立大
学津波センター、米国国立海洋大気圏局（NOAA) 

Minami Soma City, Fukushima Prefecture, before and after the 
tsunami. REUTERS/Japan Aerospace Exploration Agency 

日本State: ~ 1km 

 

福島県Prefecture: ~ 100m 

 

City: resolution ~ 10m 
model 

地域再興計画への参考データ 

ロボット用言語の提案 次世代が継承しやすいソフト 

産総研  ロボット開発の約7割はソフト技術 
長文のソフト（お経？）を、ビジュアル言語で理解しやすく 
 

図形まで自動 ビジュアル言語 

従来 C言語 
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●人口5万人の港町 
●穏やかな気候～風力、太陽光にも適す。 
●バルト海に面して， 漁業，観光業 
●魚の冷凍用の冷凍倉庫など，冷熱需要が大 

浜通りの再生可能エネルギー活用研究 
 ドイツ・クックスハーフェン市 

風力の余剰電気と，冷凍
倉庫の間で熱融通 

福島県浜通りとの 
共通点 

スマートグリッド 浜通りビジョン 

国 １０億円補助 

●再生エネ社会での多様な送配電技術の教育の必要性 
●アジアやアフリカに農村地帯の電化も含め貢献した実績 

●福島県には、負の遺産の原発、百年の歴史ある水力、
単機で日本最大の地熱、IGCCなど、様々な電源。 

南相馬には既に東北電
力研修センター 



福島は多様な電源学習のキャンパス 

大
型
発
電
所 

送電・変電所 

風力・太陽光 

現在の電気の流れ 

今後の
電気 

21世紀に相応しい電気主任技術者 

スロベニア 統合的・国土俯瞰的な災害シミ
ュレーションに基づく計画がない。      
国内に1箇所ある原子力でも2012年に洪水

で敷地内浸水寸前まで侵された。          
主要な超高圧送電線も風雪害・氷害によっ
て繰り返し大規模停電。  スロベニア留学生

（IAEA紹介） 

従来の電気工学科＋環境（気象） 
会津大の気象分野の実績 
海洋開発研究機構 
APEC気候センター（釜山） 
インド地球科学省インド熱帯気象学研究所 

東北電力総合研修センタ 
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会津大 所蔵 

福島県は20年前に「個性ある
大学」を設立 
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